
企 業 年 金 改 革 、 労 使 が 主 役

日 本 経 済 新 聞 ・ 経 済 教 室 欄 、 1996年 6月 28日

　 （ 要 約 ）

  ① 企 業 年 金 に は 「 企 業 と 企 業 の 助 け あ い 」 の 要 素 は な い 。 企 業 年 金 の

改 革 で は 労 使 の 発 意 と 合 意 内 容 を 最 大 限 に 尊 重 し 、 政 府 関 与 を 必 要 最 小

限 に と ど め る べ き だ 。

　 ② 日 本 で は 企 業 年 金 だ け で な く 退 職 給 与 全 体 の 管 理 を 問 題 と す る 必

要 が あ る 。

　 ③ 基 金 制 度 研 究 会 は 基 金 と 厚 年 本 体 の 財 政 的 中 立 性 を 確 保 す る よ う

に 求 め て い る 。 完 全 中 立 性 は 望 ま し い 。 し か し 研 究 会 が 求 め て い る 中 立

化 は 不 完 全 で あ り 、 五 ・ 五 ％ を 調 整 基 準 と す る 考 え 方 に は 疑 問 が あ る 。

　 ④ 代 行 制 度 の 是 非 は 労 使 が 主 体 的 に 徹 底 討 論 す べ き で あ る 。 そ の 合 意

内 容 は 行 政 も 尊 重 せ ざ る を え な い 。

　 （ 中 見 出 し ）

　 ・ 基 金 中 立 化 案 に 難

　 ・ 基 金 と 適 年 、 税 差 別 な く せ

　 　 重 要 性 を 増 す

　 　「 つ な ぎ 」 機 能

　 厚 生 年 金 基 金 制 度 研 究 会 の 報 告 書 が 六 月 二 四 日 に 発 表 さ れ た 。 年 金 の

誤 算 シ リ ー ズ で は 厚 生 年 金 基 金（ 基 金 ） や 税 制 適 格 年 金 （ 適 年 ） を め ぐ

る 記 事 が 目 立 っ た 。 本 稿 で は 企 業 年 金 改 革 を ど う 進 め る か に つ い て 基 本

的 考 え 方 を 述 べ 、 つ い で 今 回 の 報 告 書 を 論 評 す る 。

　 企 業 年 金 改 革 を 進 め る さ い に 基 本 的 に 重 要 な の は 次 の 三 点 で あ る 。 ま

ず 第 一 。 企 業 年 金 は 私 的 年 金 で あ り 厚 生 年 金 （ 厚 年 ） 等 の 公 的 年 金 と は

性 格 が 異 な る 。 設 立 が 任 意 の 企 業 年 金 は 基 本 的 に 各 企 業 の 労 使 の も の 。

「 企 業 間 の 助 け あ い 」 は 通 常 な い 。 企 業 年 金 財 政 は 事 前 積 立 で 運 営 さ れ



て い る 。

　 他 方 、 強 制 加 入 の 公 的 年 金 は「 世 代 と 世 代 の 助 け あ い 」 を 基 本 と し て

お り 、 そ の 仕 組 み を 通 じ て「 企 業 と 企 業 の 助 け あ い 」 が 広 範 に 行 わ れ る 。

公 的 年 金 は 事 前 積 立 を 基 本 と し て い な い 。

　 企 業 間 の 助 け あ い が な い 以 上 、 企 業 年 金 の 改 革 は 各 企 業 に お け る 労 使

の 発 意 ・ 合 意 内 容 を 最 大 限 に 尊 重 すべ き 。 政 府 関 与 は 国 益 に か ら む 事 項

に つ い て 必 要 最 小 限 に と ど め る 必 要 が あ る 。

　 第 二 。 企 業 年 金 に は 長 期 勤 続 を 促 し た り 中 高 年 者 の 早 期 退 職 を 誘 っ た

り す る 機 能 が あ る 。 賃 金 の 後 払 い と い う 側 面 も あ る 。 た だ し 最 も 重 要 な

役 割 は 雇 用 と の 完 全 連 携 だ 。 公 的 年 金 だ け で 雇 用 と の 接 続 を 図 ろ う と し

て も仲 々 う ま く い か な い 。 一 方 、 企 業 年 金 は 退 職 と 直 結 さ せ う る 。 二 一

世 紀 に な る と 厚 生 年 金 グ ル ー プ の 正 規 支 給 開 始 年 齢 は 徐 々 に 六 五 歳 へ

引 き 上 げ ら れ る 。 そ の と き 企 業 年 金 に と っ て は 六 五 歳 へ の「つなぎ」が

大 切 に な る 。

　 第 三 。 こ れ ま で 主 と し て 参 考 に さ れ て き た の は ア メ リ カ の 企 業 年 金 改

革 だ 。 時 価 評 価 の 導 入 や 運 用 規 制 の 撤 廃 、 ポ ー タ ビ リ テ ィ の 導 入 、 未 積

立 の 年 金 債 務 額 公 表 等 。 こ の う ち 後 者 の 二 つ は 慎 重 に 議 論 す る 必 要 が あ

る 。 日 本 と ア メ リ カ で は 企 業 年 金 の 位 置 づ け が 違 う か ら で あ る 。

　 違 い は 主 と し て 三 つ 。 ア メ リ カ で は 退 職 給 与 の す べ て が 企 業 年 金 だ 。

一 方 、 日 本 の 企 業 年 金 は 退 職 給 与 の 一 部 （ 総 じ て 四 割 程 度 か ） に す ぎ な

い 。 退 職 給 与 の 一 部 事 前 積 立 の た め に 「 企 業 年 金 」 と い う 器 を 借 り て い

る 。 企 業 年 金 の 実 態 は 退 職 一 時 金 と 考 え て 大 過 な い 。 し た が っ て 日 本 の

場 合 、 企 業 年 金 だ け の 保 全 措 置 を 講 じ る だ け で は 不 十 分 だ 。

　 退 職 給 与 全 体 を ど う す る か 、 特 に 未 積 立 の 退 職 給 与 を ど う す る か 。 こ

の 点 を 労 使 で 協 議 ・ 合 意 す る 必 要 が あ る 。 労 使 の 努 力 し た 成 果 で あ る 付

加 価 値 を 賃 金 ・ 役 員 報 酬 ・ 退 職 給 与・ 内 部 留 保（ 将 来 へ の 投 資 分 ） 等 に

ど う 分 配 す る か は 基 本 的 に 当 事 者 が 自 主 的 に 決 め る 事 項 だ 。 他 人 が 口 を

は さ ん で「 ま ず 退 職 給 与 の 保 全 を し な さ い 」 と い え ば 賃 金 カ ッ ト を 余 儀

な く さ れ た り 将 来 へ の 投 資 を 断 念 し た り す る こ と に な り か ね な い 。



　 　 基 金 の 利 差 益

　 　 過 去 二 兆 円 強

　 違 い の 二 つ 目 。 ア メ リ カ の 公 的 年 金 水 準 は 日 本 の そ れ の 半 分 程 度 だ 。

ア メ リ カ で は 公 的 年 金 と 企 業 年 金 の 給 付 比 が ほ ぼ 一 対 一 。 日 本 の 公 的 年

金 （ 百 ％ の ポ ー タ ビ リ テ ィ つ き ） は 水 準 が 高 い 。 企 業 年 金 を 完 全 に ポ ー

タ ブ ル に し た ら 経 営 者 に と っ て 労 務 管 理 上 の メ リ ッ ト は な く な っ て し

ま う 。 そ の 場 合 、 企 業 年 金 水 準 は 引 き 下 げ ら れ る 公 算 が 強 い 。

　 違 い の 三 つ 目 。 日 本 の 基 金 は 公 的 年 金 の 一 部 を 代 行 し て い る 。 ア メ リ

カ に は 代 行 制 度 が な い 。 代 行 制 度 を も つ 国 は 例 外 的 に 日 本 と イ ギ リ ス だ

け 。 こ の 制 度 を め ぐ っ て 日 本 で は 今 、 基 金 設 立 企 業 が 大 変 な 苦 し み に あ

え い で い る 。 運 用 利 回 り の 低 下 に よ り 基 金 の ス ポ ン サ ー で あ る 事 業 主 が

他 に 優 先 さ せ て 特 別 の 資 金 手 当 を 迫 ら れ た か ら だ 。

　 基 金 へ は 現 在 、 厚 生 年 金 加 入 者 の 三 分 の 一 強 が 加 入 し て い る 。 基 金 設

立 は 任 意 だ 。 代 行 制 度 は 「 親 に 仕 送 り を し て い た 息 子 三 人 の う ち の 一 人

が 仕 送 り の 一 部 を 自 分 で 貯 蓄 す る 」 と 言 い だ し た よ う な も の 。 残 り の 息

子 二 人 に 迷 惑 が か か ら な け れ ば 、 そ れ で も よ い 。 迷 惑 は 本 当 に か か ら な

い か 。

　 基 金 設 立 企 業 に は 過 去 に 二 つ の メ リ ッ ト が あ っ た 。 利 差 益 と 節 税 で あ

る 。 利 差 益 （ 五・ 五 ％ を 上 回 る 利 差 分 ） は こ れ ま で 総 額 で 二 兆 円 を 上 回

っ た と い っ て よ い だ ろ う 。 基 金 非 設 立 の 企 業 関 係 者 に は 手 に で き な い 利

益 で あ り 、 ほ ぼ 同 額 の 損 失（ 代 行 制 度 が な け れ ば 厚 年 本 体 に 利 差 益 が 生

じ て い た は ず ） で も あ っ た 。 一 方 、 節 税 は 特 別 法 人 税 が ら み で あ り 、 年

額 二 千 億 円 程 度 。 こ の 節 税 分 は 基 金 関 係 者 以 外 の 誰 か が 負 担 し て い た こ

と に な る 。

　 基 金 や 適 年 は 、 も と も と 日 経 連 の 要 求 で 制 度 化 さ れ た 。 そ の 日 経 連 も

連 合 も 基 金 と 適 年 の 間 に 税 制 上 の 差 別 が あ る の は お か し い と い っ て い

る 。 ま た イ ギ リ ス で も 代 行 の 有 無 に か か わ ら ず 税 制 上 の 取 扱 い は 皆 同 じ 。

労 使 の 意 向 を 尊 重 す れ ば 基 金 の 節 税 メ リ ッ ト は い ず れ 消 失 す る こ と に

な る 。

　 利 差 損 益 は ど う か 。 低 金 利 が つ づ く か ぎ り 利 差 損 は 発 生 し つ づ け る 。



そ の 場 合 多 く の 基 金 は 解 散 し た 方 が か え っ て ラ ク に な る 。

　 利 差 益 や 利 差 損 の 問 題 に 対 応 す る た め 今 回 の 報 告 書 は 基 金 と 厚 年 本

体 と の 「 財 政 的 中 立 性 」 確 保 を 提 案 し て い る 。 中 立 性 と は 損 得 の な い 世

界 だ 。完 全 中 立 性 を 追 求 す る の で あ れ ば 基 金 に 生 じ る 利 差 益・利 差 損（ 資

金 運 用 部 預 託 金 利 と の 乖 離 分 ） は す べ て 本 体 に 帰 属 さ せ る こ と に な る 。

確 か に 望 ま し い 。 し か し 、 そ れ は 反 面 に お い て 基 金 設 立 の メ リ ッ ト を 消

失 さ せ る 。

　 中 立 化 の た め 予 定 利 回 り 五 ・ 五 ％ を 基 準 と し 、 そ れ と の 乖 離 分 を 新 た

に 調 整 し よ う と 報 告 書 は 提 案 し て い る 。 こ の 考 え 方 に は 疑 問 が あ る 。 第

一 。 基 金 に と っ て 予 定 利 回 り 五・ 五 ％ は 死 活 問 題 だ が 、 厚 年 本 体 に と っ

て は 予 定 利 回 り が 何 ％ で あ っ て も 大 差 な い（ 出 生 率 と 賃 金 上 昇 率 こ そ が

問 題 ） 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 な ぜ 予 定 利 回 り 基 準 な の か 。

　 第 二 。 調 整 を い つ か ら は じ め る か 。 多 数 派 で あ る 基 金 非 設 立 の 企 業 関

係 者 な ら「 ま ず 過 去 の 利 差 益 を 全 部 も っ て き て く れ 」 と い う に 決 ま っ て

い る 。 そ れ で 基 金 関 係 者 は よ い の か 。

　 報 告 書 は 、 さ ら に 非 継 続 （ 解 散 想 定 ） 基 準 の 基 礎 率（ 予 定 利 回 り 等 ）

を 使 用 し た 財 政 検 証 を 提 案 し た 。 こ れ も 望 ま し い こ と で あ る が 一 部 の 基

金 設 立 企 業 の 企 業 財 務 を 直 撃 す る 。

　 報 告 書 は 基 金 に お け る 支 払 保 証 制 度 の 強 制 化 検 討 も 提 案 し て い る 。 基

金 の 多 数 派 は 保 証 制 度 へ の 参 加 を 希 望 し て い な い 。 企 業 年 金 で 企 業 間 の

助 け あ い を す る こ と は 本 筋 に 反 す る か ら だ 。

　 報 告 書 に は プ ラ ス 評 価 に 値 す る 提 言 も 多 々 あ る 。 基 金 の 自 己 責 任 原 則

の 確 立 、行 政 関 与 の 極 力 簡 素 化（ た だ し 、こ の 方 針 に 反 す る 提 案 も あ る ）、

福 祉 事 業 の 独 立 化 、 情 報 開 示 の 推 進 等 々 。

　 　 代 行 制 度 の 是 非

　 　 労 使 徹 底 討 論 を

　 代 行 制 度 に 公 益 が あ る か 否 か に つ い て は 今 、 意 見 が 分 か れ て い る 。 な

ぜ 日 本 紡 績 業 基 金 は 破 綻 し た か 、 な ぜ イ ギ リ ス 以 外 の 外 国 に 代 行 制 度 は

な い の か 、 代 行 存 続 の 是 非 、 財 政 中 立 化 の 具 体 案 、 解 散 手 続 の 簡 素 化 、



中 途 脱 退 者 ・ 解 散 基 金 の 積 立 金 移 管 額 （ 免 除 料 率 の 元 利 合 計 が 筋 。 過 去

法 に 切 り か え る べ き で は な い か ） と 移 管 場 所 （ な ぜ 連 合 会 な の か ） 、 な

ぜ 予 定 利 率 五 ・ 五 ％ を 変 え ら れ な い の か 等 。

　 代 行 制 度 が 仮 に イ コ ー ル フ ッ テ ィ ン グ に な っ て い な い と す れ ば 、 今 後

日 米 協 議 の 場 に 持 ち だ さ れ る お そ れ も あ る 。 ど う 説 明 す る か 。 基 金 設 立

企 業 の 関 係 者 だ け で な く 基 金 非 設 立 の 企 業 関 係 者 を 含 め て 公 開 の 場 で

徹 底 討 論 す べ き で は な い か 。 経 団 連・ 日 経 連 ・ 日 商 等 の 経 営 者 団 体 お よ

び 連 合 を は じ め と す る 労 働 者 団 体 に は こ の よ う な 公 開 討 議 を 単 独 ま た

は 合 同 で 主 体 的 に 開 催 す る よ う 求 め た い 。

　 企 業 年 金 は 基 本 的 に 労 使 の も の 。 労 使 が 合 意 す れ ば 国 益 に 反 し な い か

ぎ り 、 そ の 合 意 内 容 を 行 政 は 引 き う け ざ る を え な い 。   

　 基 金 は 日 本 の 企 業 年 金 を 発 展 さ せ て き た 。 し か し ア メ リ カ で 実 証 ず み

の よ う に 代 行 制 度 が な く て も 企 業 年 金 は 発 展 し う る 。 労 使 の 考 え 方 次 第

だ 。 　        


